
　劣悪な状況であった大和川の水質は年々改善さ
れ、昭和45年には31.6mg/ℓであったBOD75%値は
平成28年には2.9mg/ℓとなり、9年連続で環境基準
レベル（5.0mg/ℓ以下）を維持しています。

ってきましたが、流域全体では環境基準を上回る
地点もみられます。
　大和川をもっときれいにするために、「遊べる大
和川」「生きものにやさしい大和川」「地域で育む大
和川」を目指して、できることからはじめましょう。

大和川水質マップ
平成28年度の大和川の水質

平成18年度の大和川の水質


